
    
杉並区議団HP（2025年第４回定例会報告）2026年1月発行

みなさんの声を力に
区民が主人公の杉並へ全力！
新しい年を迎えました。
岸本区政のもと、くらしと福祉を守る施策が前進しています。
日本共産党杉並区議団が提案した家賃助成や転居費用助成が開始さ
れ、住まいの支援が拡充されました。介護人材の確保・定着に向けた
検討も進められ、物価高騰下で重要な対策となっています。さらに、子
どもの権利条例の制定や児童館の存続・７館新設が方針化され、子ど
もの成長を支える環境が強化されています。パートナーシップ制度の登
録も50組を超え、多様性を尊重する地域づくりが前進しています。こ
れらは区民の声と共産党区議団の粘り強い働きかけによる成果です。
物価高騰から区民のくらしと営業を守り、区民が主人公の区政をさら

に進めるために、本年も全力を尽くします。

物価高騰から区民生活を守る対策強化を
物価高騰が深刻です。食品の値上げは10

月だけで3000品目を超え、電気料金も政府
補助終了で上昇しています。くすやま議員は、
子育て世帯や非課税世帯、年金生活者へのお
米券や給付金の支給、光熱費助成とともに、
買い物への支援として効果が示されたキャッ

シュレスポイント還元事業の再実施などを求めました。
区長は「国や都の動向を踏まえ、財源を確保しながら必要な

対策を講じたい」と答弁しました。

複合的な課題を抱える若年女性に支援を
若年女性は、月経や妊娠・出産などの身体

的負担に加え、DVや性暴力被害に遭いやす
い状況にあります。非正規雇用の７割が女性
で経済的にも脆弱です。小池議員は、こうし
た若年女性が抱える課題と支援について区の
認識を質しました。

区長は「望まない妊娠や性暴力、経済的困窮は社会構造が生
む問題であり、正しい知識と自己決定権を育む包括的性教育は
人権保障の重要な柱。若年女性の困難の予防に大きな効果があ
ると考えている」と答弁しました。

都市計画道路 地域資源の議論と評価を
山田議員は、東京都の都市計画道路次期事

業化計画について、住民意見を反映させると
ともに、杉並区での検討に際し、商店街やコ
ミュニティなど、数値化できない地域資源を
評価し、まちづくりに生かすよう求めました。

区長は、「大規模事業には地元の理解が不
可欠であり、議論がなされていない地域での事業着手は困難」
と答弁。「（仮称）デザイン会議で対話を進め、『賑わい』『街並
み』『コミュニティ』などについても議論し、まちの魅力を更
に高める取組に繋げていきたい」と述べました。

くらしと福祉支える区政  さらに 前へさらに 前へ

日本共産党杉並区議団
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日本共産党杉並区議団は、物価高騰への緊急対
策を求める要望書を岸本区長に提出。区民のくらし
と営業を守るため、あらゆる手立てを講じるよう要
望しました。 内容は扌

2026年

擁壁アドバイザー派遣事業
新規事業として、擁壁アドバイザー派遣事業の

経費が計上されました。９月30日に堀ノ内１丁
目で発生した擁壁崩落事故を受け、岸本区長は擁
壁改修の補助制度を創設する方針を表明していま
した。　

党区議団は、第３回定例会の決
算特別委員会で、補助制度に加え

て専門家派遣や相談体制の強化を提案。その一部が実現
しました。

福祉施設への物価高騰対策継続
物価高騰対策として、都の支援の対象外となる公設民営認可保育所・

グループ保育室・私立幼稚園・介護サービス事業所・障害者通所施設に
対し、食材費や光熱費等を補助するための10 〜 12月分（３か月）の
追加経費が計上されました。長期化する物価高騰のもと、党区議団は支
援の継続を求めていました。

長期継続契約の労働者の賃金引き上げへ
区立施設などの保守管理業務は、数年間にわたる長期継続契約が結ば

れており、契約時には将来の物価変動を見込んだ人件費が設定されてい
ます。しかし、この間の急激な物価高騰は当初の見積もりを大きく上回
り、現場で働く方々の賃金に物価上昇分が反映されないという問題が生
じていました。

 党区議団は、前定例会でこの問題を取り上げ是正を要求。区は物価
上昇分を反映できるよう基準を見直し、契約変更を行う方針を表明。今
回の補正予算では、その対応が具体化され、計17事業、4677万２千円
が計上されました。これにより、現場労働者の賃金が引き上げられます。

昨年11月19日から12月10日まで開催された第４回杉並区議会定
例会に提案された補正予算には、共産党区議団も求めてきた事業の経
費が盛り込まれました。

くすやま美紀議員

小池めぐみ議員

山田耕平議員

物価高騰対策、擁壁の安全対策が前進
　共産党区議団の提案実る

第４回区議会
定例会 日本共産党区議団の一般質問

擁壁アドバイザー派遣事業➡
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くすやま美紀（団長）

☎080-5531-8236
荻窪5-15-19-704

山田耕平（幹事長）
☎090-9973-0941
善福寺2-2-11

富田たく（副幹事長）
☎090-9001-5249
高円寺南3-59-7-301

酒井まさえ
☎090-9325-5676
堀ノ内1-9-7

小池めぐみ
☎090-5516-3284
阿佐谷北1-3-9

和氣みき
☎090-4154-9786
浜田山3-26-27富貴ビル1F

暴力的な行為を行った 田中ゆうたろう
議員に対する「警告決議」

賛成多数で可決
共産党区議団も所属する議会運営委員会の
全会一致で提出　賛成38、反対２、退席５

「議員提出議案第4号　令和7年11月26日 田中ゆうたろう議員が一般質問中
に演台を叩いた行為に対する警告決議」に対する賛否（賛成38:反対2）
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・�【賛否】〇／賛成、×／反対、退／退席、欠／欠席、除斥／本人が警告決議対象者のため表決に加われない。「維
無」は１名が議長の為、賛否は３名のみ表明。

・�【会派の正式名称】自民／杉並区議会自由民主党、共産／日本共産党杉並区議団、立憲／立憲民主党杉並区議団、
公明／杉並区議会公明党、シ杉／シスターフッド杉並、維無／維新・無所属議員団、無都／無所属・都民ファー
ストの会、安心／安心・安全杉並の会、参政／参政党杉並、革新／都政を革新する会、セン／杉並をセンタ
ク致し候、杉わ／杉並わくわく会議、無／無所属（堀部）、杉ク／区政杉並クラブ、fr ／ far right、国民／杉
並区議会国民民主党（2025（R07）年 12 月 19 日現在） 

11月26日の区議会本会議の一般質問において、田中ゆうたろう議員は、
大声を張り上げて演台を叩くなど、暴力的な行為を行いました。田中議員
はこれまでも、誹謗中傷や暴言、不規則発言を繰り返しており、本年２月
には同様の行為により懲罰に付され、「戒告」処分を受けています。

この事態を受け、議会運営委員会委員全員を提出者とする警告決議が12
月10日の本会議に提出され、賛成多数で可決されました。決議では、今後
の議会における発言や行動について、公序良俗に反しない節度と品位を保
つこと、また、他の議員や理事者、区民に対する敬意と配慮を怠らないこ
となどを求めています。

東京都は昨年12月19日、「東京における都市計画道路の整備方針（案）」を公表しました。
杉並区内では、区施行２路線（補助132号線、補助227号線）、都施行４路線（補助133号
線など）、計６路線を「優先整備路線」に選定しています。

岸本区長は、都の方針（案）公表を受け、区民
に向けたメッセージを発表しました。

区長は、優先整備路線に選定されたからといっ
て、直ちに事業に着手する考えはないことを明確
にしました。

また、都が行うオープンハウスとは別に、区内
７か所でオープンハウスを開催し、説明と質疑の
時間も設けることを明言しました。拙速な事業化
や再開発を否定し、住民との対話を重視すること
は重要です。

区長メッセージ（抜粋）
▶今回の『新たな整備方針（案）』では、補助227
号線を優先整備路線に選定していますが、私は、
補助227号線について、今のままで事業着手す
ることは全く考えていませんし、高円寺北口の
再開発を進める立場には立ちません。
▶私は、この「話し合いの土台そのものが不足し
ている状況」を、まず変えなければならないと
考えています。だからこそ、道路整備ありきで
はなく防災上の課題を解決するために地域住民
と議論し、地域の安全性を高めるためにも、対
話により今できる「防災まちづくり」に取り組
む必要があると考えています。
▶私は、道路整備だけに頼らない「まちづくり」
を進めたいと考えています。
▶現在、（仮称）デザイン会議では、住民と行政と
が対話をしながら、まちの課題や将来像を議論
しており、住民主体による、まちの魅力を維持す
るための具体的な活動も始まろうとしています。

路線名 延長⒨ 選定理由

❶ 放射23号線 210 骨格・交通・
安全

❷ 補助61号線 1,040 交通・安全
❸ 補助133号線 1,990 交通・安全
❹ 補助133号線 890 交通・安全

❺ 補助132号線 460 強靭化・交通・
安全・まち

❻ 補助227号線 420 強靭化・交通・
安全・まち

※主な選定理由（都資料より）
骨格：骨格幹線道路の形成　　
強靭化：首都東京の強靭化
交通：スムーズな道路網の形成　
安全：誰もが安全にくらせるまちづくり
国際：国際競争力の強化
まち：持続可能な地域のまちづくりへの貢献

しかし、田中議員は、議長から許可された採決の際の発言でも、警告決
議とは無関係な発言や暴言を繰り返しました。議長から再三注意を受けた
にもかかわらず、これを無視し、議場を混乱させたことも重大な問題です。

今定例会で、交渉会派が一致して田中議員の暴力的行為を許さない姿勢
を示したことは重要です。

田中議員は、今回の決議を重く受け止め、自身の発言や
行動について、真摯に反省すべきです。

日本共産党区議団は、今後も多くの会派と 
協力し、議会の正常化に努めていきます。

「警告決議」の内容は、
➡の２次元コードか
らご確認ください。

（杉並区議議会 HP）

東京都が第５次優先整備路線（案）を公表、区内６路線を選定

東京都では、１月30日までパブリックコメントを
実施しています。みなさんの声を届けましょう。

入力フォーム➡

扌
都の整備方針（案）の特設ページ

住民意見の反映求め、区長に申し入れ
日本共産党区議団は、住民合意のない都市計画道路整備とし

て、補助132号線・221号線・227号線・133号線等の中止・
見直しを求めてきました。

12月23日、党区議団は「東京における都市計画道路の整備
方針（案）」について、区長に申し入れを実施。

区主催のオープンハウスで着座形式の質疑時間を設けること
や、東京都に対し、寄せられたパブリックコメントを計画に反映すること、住民意見に基づき見直
しを図ること、区および区民に対する迅速な情報提供の実施を求めるよう要請しました。

東京都が公表した、区内の
第５次優先整備路線（案）上井草
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パブリックコメント実施中です


